
平成 29年２月 15日 

 

 

「被保険者資格取得届」等の様式の変更について（お知らせ） 

 

 

  個人番号（以下「マイナンバー」といいます。）制度の導入に伴い、当健康保険組合は、

平成 28年 11月からマイナンバーの収集を行っています。現在の収集率は 99.9％であり、

事業主及び被保険者等の皆様方のご理解とご協力に深く感謝申し上げます。 

   

  平成 28年 12月 28日に、健康保険法施行規則等の一部及び厚生年金保険法施行規則の

一部が改正されましたので、その概要について、次のとおりお知らせします。 

 

１ 改正の趣旨 

 

  平成 28年１月から、順次、様々な行政手続においてマイナンバーの利用が開始され

ており、当健康保険組合は、平成 29年１月１日からマイナンバーを利用して事務を行

っています。 

今般、健康保険組合に加入している被保険者の健康保険・厚生年金保険の被保険者

資格取得届においても新たにマイナンバーを記載することとするため、所要の改正を

行うものです。 

 

２ 健康保険法施行規則等の一部改正の内容 

 

 ⑴ 健康保険組合に加入する被保険者の健康保険の「被保険者資格取得届」の様式に

ついて 

  ① マイナンバーの記載欄を追加すること。 

  ② 健康保険組合に加入している被保険者であって、健康保険組合が当該被保険者

の住所に係る情報を求めないときは、被保険者の郵便番号及び住所の記入を要し

ないこととすること。 

    ※当健康保険組合は、被保険者の郵便番号及び住所の記入をお願いしているこ

と。 

 ⑵ 健康保険及び船員保険の届出等について、提出先が日本年金機構である場合には、

当分の間、マイナンバーの記入を求めないこととすること。 

 ⑶ 施行期日 

  ① ⑴の内容は、平成 29年１月１日から施行すること。 

  ② ⑵の内容は、公布の日（平成 28年 12月 28日）から施行すること。 

 ⑷ 経過措置   



  ① 「被保険者資格取得届」の提出先が健康保険組合の場合は、当分の間、改正前

の様式を取り繕って（※）使用できることとすること。 

    ※備考欄等にマイナンバーを記入することとすること。 

  ② 「被保険者資格取得届」の提出先が日本年金機構である場合の健康保険の手続

（全国健康保険協会に加入する被保険者に係る手続）には、当分の間、改正前の

様式を使用することとすること。 

 

３ 厚生年金保険法施行規則の一部改正 

 

 ⑴ 健康保険組合に加入する被保険者の厚生年金保険の「被保険者資格取得届」の様

式について、マイナンバーの記載欄を追加すること。 

 ⑵ 施行期日 

   平成 29年１月１日から施行すること。 

 ⑶ 経過措置 

   ⑴について、当分の間、改正前の様式についても使用することができるものとす

ること。 

   また、全国健康保険協会又は国民健康保険組合に加入する健康保険の被保険者で

ある場合は、当分の間、改正前の様式を使用するものとすること。 

 

４ 被扶養者（異動）届 

 

 ⑴ 被扶養者（異動）届に、原則としてマイナンバーの記載が必須とされること。 

 ⑵ 平成 29年１月１日から施行されること。 

 

５ 新しい様式の届書の送付について 

 

 ⑴ 新しい様式の「被保険者資格取得届」は、平成 29 年２月 15 日以降に、当健康保

険組合へご連絡いただきましたら、必要部数をお送りします。 

      ※なお、新しい様式の「被保険者資格取得届」は、別添のとおりであり、ダウン

ロードしてご使用願います。 

 

 ⑵ 新しい様式の「被扶養者（異動）届」は、平成 29 年３月 15 日以降に、当健康保

険組合へご連絡いただきましたら、必要部数をお送りします。 

   ※なお、新しい様式の「被扶養者（異動）届」は、平成 29 年３月 15 日に、当健

康保険組合のホームページに掲載する予定であり、ダウンロードしてご使用願

います。 
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